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このたびは、弊社の親時計をお買い上けいただきありがとうございます。

この取扱説明書は親時計の機能、操作方法、取扱い上の注意などについて説明したもので
す。よくお読みいただき、機能を十分活用してお使いください。

設置されている製品の型式名を確認し、下記型式名と照合してください。
型式により付属機能が異なります。

●パネル型
上記型式名の製品にパネル型用取付金具「PE-1（EIA規格用）」、「PB-1（BTS規格用）」を
取り付けたものとなります。

●壁掛型
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本装置を正しく安全にご使用いただくために、使用前に必ず本装置、機器に関
する安全上の注意および取扱説明書をよくお読みいただき、十分に理解してか
ら使用してください。また、ご使用後も大切に保管してください。

●

●

●

●

制御基板および回路部分に触れないでください。感電、故障およ
び誤動作の原因になります。

親時計の扉を開けるときは、扉に付いているステーをしっかりと
固定してください。固定が不十分ですと扉が急に落ちて顔や手を
傷つける恐れがあります。

濡れた手で操作をしないでください。感電する恐れがあります。

機器は一般の方など、本製品の設定・操作の知識がない方に操作
をさせないでください。

本装置または機器に関する安全上の注意

   警告 左のマークがある箇所には、誤った取扱いをすると使用者が死亡
または重傷を負うことが予想される内容が記されています。
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ディップスイッチ、ディップロータリースイッチの設定は細いマ
イナスドライバーで行なってください。サイズの異なったドライ
バーを使用すると、ネジ頭を潰す恐れがあります。

機器内部にビスや部品、金属製小片を入れたまま設置しないでく
ださい。内部でショートする恐れがあります。

機器内部にあるコネクタ類は外さないでください。表示、操作が
できなくなります。

機器内部にあるディップスイッチ、ディップロータリースイッチ
はむやみにいじらないでください。表示、操作ができなくなりま
す。

機器の接続線をむやみに強く引っ張らないでください。コネクタ
が破損を起こしたり、表示・操作ができなくなります。

機器に水をかけないでください。ショートする恐れがあります。

ベンジン、シンナーなどの溶剤で機器を拭かないでください。本
体外装部が変質したり、塗装が落ちる恐れがあります。

機器を分解、改造しないでください。表示、操作ができなくなり
ます。

機器は高温、多湿な場所には置かないでください。コネクタなど
が腐食しやすくなります。

絶縁試験の注意
本装置を接続したままでラインの絶縁抵抗試験は禁止します。
接続したままでは装置が損傷します。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

   注意
左のマークがある箇所には、誤った取扱いをすると使用者が傷害
を負ったり、本装置や機器、設備の損傷が予想される内容が記さ
れています。
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通常の『現在時刻表示』

●

●

●

●

●

●

サマータイム期間中の表示
サマータイム期間中は［サマータイム］マークが点灯します。
サマータイム修正中はマークが点滅し、修正中であることを表し
ます。

子時計調針中の表示
子時計一斉調針、0秒合わせなど、子時計調針中は［子時計］マー
クが点滅します。調針が終了するとマークは消灯します。

子時計停止中の表示
子時計停止中は［子時計］マークと［OFF］マークが点滅します。

電波修正中の表示
電波修正中（ラジオの電源がオン中）は［アンテナ］マークが点
灯します。

液晶画面は、通常の『現在時刻表示』の他に様々な情報を表示します。

液晶画面の表示

設定ボタン（白色）を押しながら＋ボタン（灰色）を押
します。全セグメントが表示されます。

時計ボタン（青色）を押すと、『現在時刻表示』に戻り
ます。

液晶表示部のチェック
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●子時計修正前の表示
子時計の時刻合わせを行なっていないと時刻表示の「：」と「．」
が点滅します。また、子時計の修正中にも［子時計］マークと共
に点滅します。
点滅している時は、親時計の子時計時刻と回線の子時計（回線モ
ニタ）の時刻がずれているので子時計一斉調針をして子時計の時
刻に合わせます。
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現在時刻表示

＋または－ボタン（灰色）を押して表示を切り替えます。

●年月日表示、サマータイム修正、電波修正の設定時刻など各種設定内容を切り替えて表示します。
また表示中に設定ボタン（白色）を押すと、設定内容を変更できます。

●

●

●

●

●

●

年月日表示

子時計の時刻表示

サマータイム開始日の表示

サマータイム開始時刻の表示
続けて終了日、終了時刻を表
示します。

電波修正時刻の表示
1回目の修正時刻、2回目の修
正時刻の順番で表示します。

◆

1分以上操作がなかった場合は、『現在時刻表示』に戻ります。

設定内容を表示した状態で設定ボタン（白色）を押すと、それぞれの設定モードに切り替わります。

◆

◆

設定内容の表示
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時計
3秒以上押す

年 月 日 表 示

子時計の時刻表示

サマータイム表示

電波修正時刻表示

現 在 時 刻 表 示

＋

－

－

・開始日
・開始時刻
・終了日
・終了時刻

＋

＋

＋ ・修正時刻1
・修正時刻2
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日付・時刻の合わせかた

●日付・時刻は必ず正規の手順に従って合わせてください。
正しく時刻合わせが行なわれていないとサマータイム修正時および停電復帰時に正常に修正が行
なわれません。

●デジタル時計、子時計時刻、主モニタ、回線モニタおよび子時計回線がすべて一致。
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日付・時刻の合わせかた

時刻合わせの手順

① 電源投入（12：00から動作開始）
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② デジタル時計を現在時刻に合わせる  （詳細 P.12～ 15）
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日付・時刻の合わせかた
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③ 子時計を一旦停止させる  （詳細 P.16～ 22）

④ 子時計の表示時刻を入力する  （詳細 P.16～ 22）
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日付・時刻の合わせかた

以上、大まかな時刻合わせの手順を説明しました。具体的な方法は次頁以降をご覧ください。
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⑥ 時刻合わせ終了（すべての時計が一致）

⑤ 子時計一斉調針    主モニタ、回線モニタおよび子時計回線の早送り
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電源投入後の表示
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［AC電源］スイッチと［DC電源］スイッチを“接”にします。
［AC電源］スイッチ右側のLEDモニタが赤く点灯します。また、AC電源が“接”のときはAC電源モニ
タが緑色に点灯します。

液晶画面が『年月日表示』となり、年表示が点滅（年合わせモード状態）します。
12時00分 00秒からカウントを開始します。

時計ボタン（青色）を押すと年の点滅が止まり、『年月日表示』から『現在時刻表示』に変わります。

時計ボタン（青色）を3秒以上押し続けると、『年月日表示』になります。
次に設定ボタン（白色）を押すと「年合わせモード」になります。続けて設定ボタンを押していくと
「月日合わせモード」→「時分合わせモード」の順に切り換わります。

●

●

●

「時分合わせモード」から設定ボタンまたは時計ボタンを押すと『現在時刻表示』に戻ります。
また、途中で時計ボタンを押すといつでも『現在時刻表示』に戻すことができます。

●

●

日付・時刻の合わせかた

日付・時刻の合わせかた
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西暦2000年から2099年までの100年間のカレンダーが内蔵されています。●

表示は下2桁で、1年ずつ増やし、または減らしながら年を合わせます。

時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。
次に設定ボタン（白色）を押して「年合わせモード」（年表示が点滅）にします。

●

●

●

●

●

＋ボタン（灰色）を1回押すごとに“年”表示が1年ずつ増えます。

－ボタン（灰色）を1回押すごとに“年”表示が1年ずつ減ります。●

＋または－ボタンを1秒以上押し続けると早送りになります。

曜日は年・月・日で自動的に決まり、表示されます。

合わせ終わつたら、設定ボタンを押します。設定内容が確定されて次の「月日合わせモード」の表示
になります。

年合わせだけを行なう場合は、設定ボタンを押した後、時計ボタンを押します。
設定したデータに修正されて『現在時刻表示』に戻ります。

日付・時刻合わせを行なっている際、1分間キー入力がない場合には、入力したデータはキャンセル
されて『現在時刻表示』に戻ります。

●

●

●

【年合わせ】
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（2000年） （2001年） （2099年）

＋ボタンを押す

－ボタンを押す

日付・時刻の合わせかた
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1月1日～12月31日、1年365日（うるう年は366日）を1日ずつ増やし、または減らしながら月・
日を合わせます。

時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。
設定ボタン（白色）を押して年を合わせた後、さらに設定ボタンを押して「月日合わせモード」（月
日表示が点滅）にします。

●

＋ボタン（灰色）を1回押すごとに“月日”表示が1日ずつ増えます。
月末まで表示すると次は翌月の1日を表示します。

－ボタン（灰色）を1回押すごとに“月日”表示が1日ずつ減ります。
1日まで表示すると次は前月の末日を表示します。

＋または－ボタンを1秒以上押し続けると早送りになります。

うるう年は自動補正され、2月29日はうるう年の時だけ表示されます。

曜日は年・月・日で自動的に決まり、表示されます。

合わせ終わったら、設定ボタンを押します。設定内容が確定されて次の「時分合わせモード」の表示
になります。

月日合わせまでを行なう場合は、設定ボタンを押した後に時計ボタンを押します。設定した月日を確
定して『現在時刻表示』に戻ります。

●

●

●

●

●

●

●

●

●日付・時刻合わせを行なっている際、1分間キー入力がなかった場合には、入力したデータはキャン
セルされて『現在時刻表示』に戻ります。

【月日合わせ】
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日付・時刻の合わせかた



－ 14 －

1日24時間（0時00分から23時59分）を1分ずつ増やし、または減らしながら時分を合わせます。

【時分合わせ】

合わせ終わっても設定ボタンを押さないでそのまま1分間キー入力がなかった場合は、入力したデー
タはキャンセルされて『現在時刻表示』に戻ります。

●

時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。
設定ボタン（白色）を3回押して「年合わせモード」→「月日合わせモード」→「時分合わせモード」
（時分表示が点滅）にします。

●

＋ボタン（灰色）を1回押すごとに“時分”表示が1分ずつ増えます。
23時59分まで表示すると次は0時00分を表示します。

－ボタン（灰色）を1回押すごとに“時分”表示が1分ずつ減ります。
0時00分まで表示すると次は23時59分を表示します。

●

●

＋または－ボタンを1秒以上押し続けると早送りになります。●

＋または－ボタンを押しながら0秒合せボタン（赤色）を押すと、早送りのスピードがさらに速くな
ります。

●

合わせ終わったら、設定ボタンを押します。設定内容が確定されて『現在時刻表示』に戻ります。●

●
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時計ボタン（青色）を押し、『現在時刻表示』状態で秒合わせを行ないます。

【秒合わせ】

秒位を0秒のタイミングに合わせて調針します。

時刻が遅れている場合は0.5秒の早送りで追いかけて秒を合わせます。
また、進んでいる場合はその時間だけ停止して秒を合わせます。

●

●

●

0秒合わせの動作中は、他の操作はできません。

設定ボタン（白色）を押しながら放送や電話の時報と同時に0秒合せボタン（赤色）を押します。
ボタンを押した瞬間が0秒です。

●

時刻が遅れている場合（時刻表示30秒～59秒）は0．5秒の早送りで追いかけます。●

時刻が進んでいる場合（時刻表示1秒～29秒）は進んでいる時間だけ停止します。●

●
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子時計の時刻合わせ

●液晶表示の時刻が現在時刻に合っているか確認します。ずれているときは日付・時刻の合わせか
た（P.11～ P.15）で正しい時刻に合わせます。

子時計のバラツキ調整●
子時計回線に接続されたすべての子時計の時刻が回線モニタ
の時刻と同じであることを確認してください。

子時計の時刻にバラツキがあれば、子時計機体およびモニタ
機体のツマミを回して合わせてください。

◆

◆

（注意）子時計回線の過負荷検出

子時計信号の送出時に、［回線異常警報LED］が点灯（赤色）したときは、点灯している
回線が過負荷（子時計をつなぎ過ぎているか、またはラインのショート）です。

子時計信号は出力されませんので、回線をチェックして障害を取り除いて再調整します。

◆

◆

（補足）子時計一斉調針の強制解除

子時計修正中、または停止中に設定ボタン（白色）と－ボタン（灰色）を3秒以上押す
と修正または停止を解除することができます。
ただし、強制解除の操作を行なった後は必ず子時計修正を行なってください。
誤った時刻を表示したり、誤修正の原因になります。

◆

●子時計の時刻合わせは、まずすべての子時計回線のバラツキを調整した後、一旦子時計を停止さ
せます。そして停止させた子時計の表示時刻を入力して一斉調針を行ない、子時計を合わせます。
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子時計の時刻合わせ

子時計回線が1回線の場合

主モニタが回線モニタを兼用します。●

子時計回線の停止●
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を1回押して子時計時刻を表示し（P.6［設定内容の表示］参照）、設定ボタ
ン（白色）を押して「子時計停止モード」にします。

続けて設定ボタンを押して時計を停止させます。

◆

◆

◆

子時計の一斉調針●
時計ボタンを3秒以上押して「子時計表示時刻設定モード」にします。

＋または－ボタンを押して主モニタの表示している時分を入力し、設定ボタンを押します。

次に秒を＋または－ボタンを押して入力し、設定ボタンを押して確定します。

◆

◆

◆

子時計の一斉調針が開始されモニタ時計とすべての子時計が早送りされます。修正が完了する
と通常運転に戻ります。

修正中は、他の操作はできません。

◆

◆
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子時計の時刻合わせ

子時計回線が2回線から4回線の場合

●子時計回線の停止
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を1回押して子時計時刻を表示し（P.6［設定内容の表示］参照）、設定ボタ
ン（白色）を押して「子時計停止モード」にします。

続けて設定ボタンを押して時計を停止させます。

◆

◆

◆

【すべての回線の時刻が同じ場合】
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子時計の時刻合わせ

子時計の一斉調針●
子時計回線「No.1」～「No.4」すべての子時計操作スイッチを“常”にします。

時計ボタン（青色）を3秒以上押して「子時計表示時刻設定モード」にします。

＋または－ボタン（灰色）を押して回線モニタの表示している時分を入力し、設定ボタン（白
色）を押します。

次に秒を＋または－ボタンを押して入力し、設定ボタンを押して確定します。

◆

◆

◆

◆

子時計の一斉調針が開始され回線モニタとすべての時計が早送りされます。修正が完了すると
通常運転に戻ります。

修正中は、他の操作はできません。

◆

◆

【回線ごとに時刻が異なる場合】
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子時計の時刻合わせ

●全子時計回線のバラツキを調整する
進んでいる子時計回線の子時計操作スイッチを“断”にして、遅れた回線の回復を待ちます。

遅れている子時計回線の子時計操作スイッチを“調針”にします。

“調針”にした回線の回線モニタと子時計が一斉に早送り（30倍速）されます。

調針中の回線が停止中の回線の時刻になったら、その回線の子時計操作スイッチを“断”にし
ます。

◆

◆

◆

◆

●子時計回線の停止
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を1回押して子時計時刻を表示し（P.6［設定内容の表示］参照）、設定ボタ
ン（白色）を押して「子時計停止モード」にします。

続けて設定ボタンを押して時計を停止させます。

◆

◆

◆

子時計の一斉調針●
子時計回線「No.1」～「No.4」すべての子時計操作スイッチを“常”にします。

時計ボタンを3秒以上押して「子時計表示時刻設定モード」にします。

＋または－ボタンを押して主モニタの表示している時分を入力し、設定ボタンを押します。

次に秒を＋または－ボタンを押して入力し、設定ボタンを押して確定します。

◆

◆

◆

◆

子時計の一斉調針が開始されモニタ時計とすべての子時計が早送りされます。修正が完了する
と通常運転に戻ります。

修正中は、他の操作はできません。

◆

◆
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子時計の時刻合わせ

1秒子時計の時刻合わせ（オプション）

1秒子時計回線が1回線の時は「No.1」を、2回線の時は「No.1」と「No.2」を1秒回線とします。●

子時計のバラツキ調整●
1秒子時計回線に接続されたすべての1秒子時計の時刻がそれぞれの回線モニタの時刻と同じ
であることを確認してください。

1秒子時計の時刻にバラツキがあれば、カバーをはずしツマミを回して合わせてください。

◆

◆

●子時計回線の停止
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を1回押して子時計時刻を表示し（P.6［設定内容の表示］参照）、設定ボタ
ン（白色）を押して「子時計停止モード」にします。

秒針が0秒または30秒の時、設定ボタンを押して時計を停止させます。

秒針を停止させるタイミングがずれてしまった場合は、秒針ツマミを回して秒針を0秒または
30秒に合わせるか、「子時計一斉調針の強制解除」（P.16参照）の操作の後、「全子時計のバラ
ツキを調整する」（P.16参照）を行ない、もう一度「子時計回線の停止」をやり直してくださ
い。

◆

◆

◆

◆
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子時計の一斉調針●
すべての子時計操作スイッチを
“常”にします。

時計ボタン（青色）を3秒以上押
して「子時計表示時刻設定モー
ド」にします。

＋または－ボタン（灰色）を押し
て回線モニタの表示している時分
を入力し、設定ボタン（白色）を
押します。

次に秒を＋または－ボタンを押し
て入力し、設定ボタンを押して確
定します。

◆

◆

◆

◆

子時計の一斉調針が開始されモニタ時計とすべての子時計が早送りされます。修正が完了する
と通常運転に戻ります。

修正中は、他の操作はできません。

◆

◆

子時計の時刻合わせ

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た



－ 23 －

子時計の時刻合わせ

塔時計の時刻合わせ

塔時計は30秒有極信号を受け、1分ごとに動作します。

塔時計モニタは塔時計が動作したことで動作します。

●

●

塔時計と塔時計モニタの時刻が合っているか確認します。

現在時刻より塔時計が進んでいる場合
塔時計「No.1」操作スイッチを“断”にして、主モニタの時刻と合うまで待ちます。
主モニタと塔時計モニタの時刻が一致したら塔時計「No.1」操作スイッチを“常”に戻します。

現在時刻より塔時計が遅れている場合
塔時計「No.1」操作スイッチを“調針”にします。
塔時計と塔時計モニタが早送りになります。
主モニタと塔時計モニタの時刻が一致したら塔時計「No.1」操作スイッチを“常”に戻します。

●

●

●
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サマータイム設定

●

●

●

●

サマータイムの期間を設定することにより、毎年自動的に時刻調整を行なうことができます。
（初期値ではサマータイム設定はされていません。）

サマータイムの期間は、開始日、開始時刻および終了日、終了時刻を対で設定します。また、
設定方法は、4月の第1日曜日といった曜日で指定する方法と4月1日といった日にちで指定
する方法の2種類の設定が可能です。

サマータイムの設定をすると、開始日の設定時刻に時計を1時間進ませ、終了日の設定時刻に
は1時間遅らせる処理を自動で行ないます。

サマータイム修正をしない場合（設定を解除する場合）は開始日の設定の時、日付に
「－－－－」を選択してください。

（注意）サマータイム設定上の注意事項●
サマータイムの期間の設定で、開始日を月・曜日で設定した場合は終了日も月・曜日で設定し、逆
に開始日を月・日で設定した場合は終了日も月・日で設定する必要があります。

サマータイムの期間を月・曜日で設定する場合の例として、第1日曜日はある月の一番最初の日曜
日を意味します。第1週目の日曜日とは意味合いが違いますのでご注意ください。

子時計の時刻を正しく合わせていないとサマータイム修正が正しく行われません。
例えば、現在時刻をずらして試験動作を行なう場合はご注意ください。また試験動作後に設定を戻
すことをお忘れなく。

◆

◆

◆

（補足）サマータイム修正の強制解除●
サマータイム修正中に設定ボタン（白色）と－ボタン（灰色）を同時に3秒以上押すと、修正動作
を解除することができます。
ただし、強制解除の操作を行なった後は必ず子時計修正を行なってください。
誤った時刻を表示したり、誤修正の原因になります。

◆
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サマータイム設定
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サマータイム期間を月・曜日で設定する場合

サマータイム設定モードの表示●
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を2回押してサマータイム設定内容を表示さ
せます（P.6［設定内容の表示］参照）。設定ボタン（白色）を
押して「サマータイム設定モード」にします。

◆

◆

サマータイムの設定●
＋または－ボタンを押してサマータイム開始日の月の入力をし
ます。
このとき日にちは「－－」を選択します。

設定ボタンを押して月を決定したら、次にその月の何番目の曜
日に行なうかを＋または－ボタンを押して「1」～「4」または
「L」から選択します。最終曜日は「L」を選びます。

設定ボタンを押して何番目の曜日かを決定したら、次に曜日を
入力します。
＋または－ボタンを押して曜日を入力し、設定ボタンを押して
決定します。

次に開始日の修正時刻を＋または－ボタンを押して入力し、
設定ボタンを押して決定します。

続いてサマータイム終了日の月を＋または－ボタンを押して入
力します。日にちは「－－」を選択します。
設定ボタンを押して決定します。

次にその月の何番目の曜日に行なうのかを＋また－ボタンを押
して「1」～「4」または「L」から選択します。最終曜日は「L」
を選びます。設定ボタンを押して決定します。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

－を押す

＋を押す
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サマータイム設定
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サマータイム期間を月・日で設定する場合

サマータイム設定モードの表示●
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。

＋ボタン（灰色）を2回押してサマータイム設定内容を表示さ
せます（P.9［設定内容の表示］参照）。設定ボタン（白色）を
押して「サマータイム設定モード」にします。

◆

◆

サマータイムの設定●
＋または－ボタンを押してサマータイム開始日の月の入力をし
ます。

設定ボタンを押して開始日を決定したら、次に開始時刻を＋ま
たは－ボタンを押して入力します。

設定ボタンを押して開始時刻を決定したら、続いて終了日の設
定をします。

＋または－ボタンを押してサマータイム終了日の月日を入力
し、設定ボタンを押して決定します。

続いて＋または－ボタンを押してサマータイム終了日の修正時
刻を入力します。
設定ボタンを押して時刻を確定します。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

次に曜日を入力します。＋または－ボタンを押して曜日を入力
し、設定ボタンを押して決定します。

次に＋または－ボタンを押してサマータイム終了日の修正時刻
を入力します。設定ボタンを押して時刻を確定します。
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●

●

●

FM放送またはTV（VHFチャンネル）放送を受信して、1日2回、時報音をパルス信号として抽出
し、親時計の誤差を修正します。

誤差の修正は7時と19時に行なわれ（時刻は変更可能）、修正時刻の35秒前に電源が投入されま
す。修正範囲は正時に対して±30秒です。時報が入力されるとその時点でラジオの電源が切れ、
親時計の修正が開始されます。

時報音を受信して、修正が行なわれたかどうかは時報確認用LEDで確認できます。時報確認用LED
は、時報入力時および時報入力後の1回目の電源投入時に点灯します。

ラジオコントロールの取り扱い

時
計
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た
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た

時
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わ
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外部アンテナ（または分配器）に確実に接続されているかを確認のうえ、次の要領で調整します。●

モード設定用ロータリースイッチを「0」に合わせてFM放送を選択します。

次に受信状態の良好な最寄りのNHK-FM放送局の周波数を選局用ロータリースイッチで設定しま
す。

◆

◆

ラジオコントロールの取り扱い

ラジオコントロールの調整
時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た

時
計
の
合
わ
せ
か
た 【FM放送を使用する場合】

モード設定用ロータリースイッチを「2」に合わせてTV放送を選択します。

次にNHK教育テレビのチャンネルを選局用ロータリースイッチで設定します。
TV放送を受信する場合は電波修正時刻2回のうちのどちらかを12:00に設定してください。

◆

◆

【TV放送を使用する場合】
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ラジオコントロールの取り扱い

モニタスピーカスイッチを“ON”にして受信状態を確認します。
時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。
続いて－ボタン（灰色）を1回押して『電波修正時刻表示』にします（P.6［設定内容の表示］参照）
とラジオ電源が入ります。

●

放送が聞き取りにくい場合は、モニタスピーカ音量ボリュームで音量の調節ができます。

受信状態が悪い時は、他の周波数またはチャンネルを選択してください。

電源ON中に設定を変更した場合は「リセット」ボタンを押してください。
再設定を行ないます。

◆

◆

◆

確認または調整終了後はモニタスピーカスイッチを“OFF”に戻してください。●
時報の放送中に音楽が流れていたり、正報1回だけの時報の場合は時刻修正は行なわれません。◆

時
計
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電波修正時刻の変更

時計ボタン（青色）を3秒以上押して『年月日表示』にします。
続いて－ボタン（灰色）を1回押して電波修正の設定時刻表示にし（P.6［設定内容の表示］参照）、
設定ボタン（白色）を押して電波修正時刻設定モードにします。

＋または－ボタンを押して1回目の修正時刻を入力したら、
設定ボタンを押して確定します。

続いて2回目の修正時刻を＋または－ボタンを押して入力したら、
設定ボタンを押して確定します。

●

●

●

初期値として「7：00」と「19：00」が設定されています。

修正時刻を設定しない場合は「－－－－」を入力します。

◆

◆

以下、FM／ TV共通項目
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●

●

●

通常は[0.5秒]の幅で子時計信号を送出します。

信号幅の変更は制御部（SUK-267B）のJ1、J2で行ないます。

【注意】
信号幅の変更は、電源（AC、DC）を必ず“OFF”にしてから行なってください。
信号幅[0.5秒]を 1秒または2秒に変更した場合、電池による停電動作時間が短くなります。

● 1秒子時計回線がある場合、制御部（SUK-267B）のJ3の設定を変更します。

【注意】
1秒子時計の設定の変更は、電源（AC、DC）を必ず“OFF”にしてから行なってください。

1秒子時計の設定（オプション）

子時計信号（30秒有極信号）の信号幅の変更

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
能
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● 外部同期式親時計（外部の親時計に同期）には、2種類（J2、J3）の同期モードがあります。

外部同期式（オプション）

J1・・・1秒同期式◆
使用しません。

J2・・・30秒同期式◆
外部親時計の30秒有極信号に同期します。
信号が入力されていないと、29秒または59秒で秒カウントが停止します。
【注意】子時計信号の信号幅を2秒幅で使用する場合は、外部の親時計の30秒有極信号の信
号幅も2秒幅に設定してください。

J3・・・外部規正式◆
1日に2回（7：00、19：00）、外部の親時計の30秒有極信号に同期します。
外部親時計とプログラムタイマの時刻差が、±30秒以内でないと同期しません。
また、外部親時計の信号が入力されなくても、内部クォーツの精度（週差0.7秒以内）で
通常運転します。

●同期モードの変更
同期モードの変更は規正信号部（SUG-295A)のヘッダー位置を変
更します。

同期モードの変更は電源（AC、DC）を必ず“OFF”にしてから行
なってください。
また、信号幅［0.5秒］を1秒または2秒に変更した場合、電池
による停電動作時間が短くなります。

◆

●オプションは『外部規正式』か『30秒同期式』のどちらかを
使用できます。
両方を使用することはできません。

そ
の
他
の
機
能
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の
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【注意】
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●

●

●

停電補償時間は子時計回線1回線～4回線まですべて30時間です。

停電時には液晶画面に［電池］の表示がされ、子時計回線、デジタル回線、液晶画面は正しく動
作します。
ただし、ラジオコントロールは動作しません。

30時間を超える停電の場合は、子時計回線、デジタル回線、液晶画面などすべてが停止します。
停電復帰後、「日付・時刻の合わせかた」（P.11～ 15）に従い、現在時刻に合わせます。

停電時の動作と停電復帰後の動作

●停電補償用ニッケルカドミウム蓄電池は、停電の回数や停電時間によって寿命は変化します。停
電動作時間が短くなった場合や5年以上使用した場合には、早めに同規格の新しいニッケルカド
ミウム蓄電池に交換してください。

電池の適正な交換

そ
の
他
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機
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の
他
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● AC電源が正常かどうか確認してから、下記の処置を行なってください。

故障の時
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各部の名称

そ
の
他
の
機
能
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他
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能
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各部の名称

そ
の
他
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取付、配線工事上の注意

●設置場所について
日光の直射を受けず、振動やほこりが少なく、湿度の低い場所に設置してください。◆

右図の中央部の把手を手前に引くと、扉は上に開きます。◆

扉の開閉について●

まず取付箇所の強度が時計の質量に対して十分であるか確認してください。

上部2ヶ所の取付穴に木ネジ（φ8mm、長さ50mm以上のもの）で確実に取り付け、中央の孔で振れ止
めをします。
コンクリート壁の場合はウォールアンカーなどをご使用ください。

アウトレットボックスの塗代カバーにボディービスで取り付けることは強度に問題がありますので、
絶対にしないでください。

◆

◆

◆

取付について●

AC100Vの入力電源は消灯されることのない、常夜灯回路を使用してください。◆

電源について●

子時計配線は、時計の極性識別のため色分けをしてください。

線路の接続、分岐は必ずボックス内で確実に圧着してください。

◆

◆

子時計の接続について●

この親時計に組み込まれているサージアブソーバ（異常電圧吸収器：避雷器ではありません）の効果
を発揮させるため、必ず接地工事をしてください。

接地工事をすることにより時計の対雑音対策は向上しますが、安易に他の電力機器と共通のフレーム
グランドを行なった場合は、その電力機器の干渉により時計の精度に悪影響を与えることもあります
ので注意してください。

◆

◆

接地（アース）について●

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
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そ
の
他
の
機
能

そ
の
他
の
機
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子時計信号の出力を確認する場合は、右表を参考にして端子を当たって
ください。その際、端子間でショートしないよう十分注意してください。
間違った端子に接触したりショートさせると感電・故障の原因になりま
す。

◆

時計信号の確認について●
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親時計に接続されるラインの絶縁試験は、まず電源を“OFF”にして、配線を子時計端子より切り離
して行なってください。接続したまま絶縁試験を行なうと、親時計が破損します。

◆

絶縁試験について●

下図およびP.38～39を参考に、確実に接続してください。◆

結線について●

取付、配線工事上の注意

そ
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取付、配線工事上の注意

【2、3、4回線の場合】

【KM－ 11－ 1P1M、－1P2Mの場合】

【1回線の場合】
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取付、配線工事上の注意

【アンテナの結線】

【1秒回線付きの場合】

【外部同期式の場合】
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ＫＭ－11・11R1シリーズ仕様
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